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130.大津市延暦寺北谷善学院跡

発指調査概要

はじめに

本調布は、比叡1114.!lill1'、予の米J行・凶tt;地域を中心と
する総イト|均災丁:'J~に 1'1\う現状'e，: ui に係る・J \.jjí品~:í't て'あ

る。総合|切災工 'J ~の小心 i卓、大~/:...川から防火川水を汲

みヒげて ILJTJ'iの ll'j:水池にため、そこから岱;~I\を jill って

Jlrn~や丙t??の作::U1iへ ;r~ くものであるが、この官路jlJ1.

J支部分のぷ~~i.~1~t.を nìHII56Jj三度より災地しており、本

年で4年度目をむかえる.そして、本年度の調査対象

地は、北谷地区と似本'IJ~;tから本願:立へいたる部分で

ある

調子if孟、 np，相関与 6月13日よリ 10月22日まで約4か
月を裂したが、 ~U宇でli昨年皮と 1.;)様江戸時代の上方跡

を舵認し、 m本11";~:ljíli(Ji とや;阪.:五:市・l'Jf1J也では江戸時
代後JUIのPj'i!，l.:;跡、際f.1を6在r.zした (.J:I ). 
現地，羽伐の終了後、現(，:;立物"'!fをT.宅座中であるが、
ここでは北谷地[メ:の訓1t.についてその慨:裂を紹介した
t、.
1.東浴北谷

上ヒ(~Ll I延"千，'j:li 、東m: . I)I.w::・航川の三n汁"六谷に
立t?HIJlI般がそびえている . このうちm ljl: ljl恨の~tn閉め
谷筋が北谷にあたり、 11j絵|百|によると 各所にはかつて

r三千mJ)j・」を数えたといわれる'::i))jーが了1:イ1:していた
ζ とカfわかる.

ケーブルカーやドライブウェイが完成するi狗の総本

rl~'位への参ìtìlJ.、小;断':たから総持!)j を総て十H-'f正中立へ
Tまって行〈ルートであり 、参j立のj1!i1l!1]にli、北谷の:ili・
坊がそのA1H~ をはせていたのである .IJUfでは、 i主時
の ffri;;!~ を見つけることは 11I米ないが、当時はかなりの
!仮わいであったらしい.

古絵i泊と!!問介した紘然、本年伐の:泊海地点が r普学
院J~帯、昨年j主の凋 ft.地点:が -:Y1-・光院J ~事と考えられ
るにt、1.:.勺 t.:..
以下、 ~t谷I也氏の凋1f.結来を述べたい.

2.調査結果
〈第 l地点)-if{-光院跡

111'Jf. l主，品~11t地点のftn'JIIj也で、.J'.の ~rqil.地へ上る包ご

-1  

遺跡位置図 I /25，000 

1'6の位;Fi を仮定するため、 iij~t万 fí'JI ニ 3 -1玉、東関方向
に2本のトレンチをi12けた.
作トレンチとも1<1.を除公すると、 ~I'l t~}色小角際i民

り昔~j枯れーl二(全体的に!析。l'の jS物 IJ.少ない}となリ、

表土下約20-30cmで地ILIとなる。

第2トレンチで、「iFF光院」閥;にJIlJj忠するとみられる

尚北んiJí'J の行亨IJ を検/ 1\ し、イiflJI'>Jより伊万mの砂~が I

.~~(HI，上 している。{也のトレンチで lJ: j造物 L 少なく、 M
ら】立榊1:1必められなかったa

<釘)2 地点>-~y，~.，(:院幼:

~{t:j約 650m にあるが:)1000111'の・ l ' Ji[地で官~I係官定の
ため全両発械をゾミ焔した.その*，'f浜、江戸11キ代中期の
i立構 (r宮子学院J跡) を(Jfflぶした。
検出したi削1時('i、ミleIflj形かコの'r:~~ をなす往物と、
それに付・属するぬとみられるill物からなリ、コの字形

にはさまれる{立nの空間f.tlj"必のような件，絡をむつむ
のとみられる.そして、冷院胤の拠嵯般の~に I;t1E悩
岩のまま憾の跨み1i iJ'Tf. (，~していた . な布、建物の来辺

部分はケープルtrJ\~II.fに揃f'jlJ されて必リ保存状態がき

わめて惑かヮた.

建物の北11!1Iとi'Gn聞には中1'.':の:I:}:I.が残って.1;り、南
東部分には1i)1[がある

6t~.{j には、 J~火依がある{とl‘biTtの切干[の i也に、約20



J!Jr 

-50cll1の-'j!.JII.な:tiや、本IIIJIIキ代に{山甘されたと考えら た-11.愉燃の:JI:やわ座の石(1.ここでは会〈使用されてい

iLるIlJIf~σ) f，~i1 (i b ，tgめられた o '1'には、焼けたらのむ なかった。

干Fイ1・している 「押光院J跡で総:ti!こ多く'liJiJ<されてい 〔カマド〕 一辺約30cmの六角形を皐し来に焚き口が

進機全景(南から)

ある。:rik:llI.t、小fql礁を威から約H党総干1'[み上げた上
に各I:，tには約30-40cmの石がほぼ丞砲に帰えられてい

る。 btき口と輿t授には1EI:f.i岩の切石を使用している。

JlILUまぷ柿色;焼土で、ド1¥ニヒ内よリ木炭片が出土して

いる。

このカマドの東に L焼土が総められ、悶悶には不箆
/1予に"1Iがル:えられてi，リ、カマドの桟俄とら考えられ
る。

(~f総〕 台所の凶と ø~~敷の北のこか所にあり、白
所の凶のものは普段{!EJTIするもので、奥座敷の北{ま省:

mのむのと巧-えらtlる。
'玄関.には、大と小J.TJ9】区号IJがあり約20cmの石で周聞

を凶っている。

- 2 ー



。

てi

者

o Sm 

o """ 曲 。J-.，._ぜ岡崎供向. '"加旬、ゆ叫

。 、 o~ .e 喝、J'o::o~(l.f$ 吋""'" ""格下臨時 !i. 
。同 r

~~-~.品_.~O l> OP  ~ a~-~' 
吋OdーかQ "" 0 。ょ(> _ ~ A. 
主 aofbvνC母'Ii'

'" 0 酔 Do CJcr;- n 0'" 。 ιs 咽 0

280 0 q a of口。。 oy omh  
"，，::J"p 4 0 口 同 回二一

?揖h 噌 ふ

ち o dfん
司"t'.0"'" 甲 ..

4ロ ~~cDO~

品 。 <Q~二
白， 0α融制。宮、

ロ(!!)叩

@boA1志

向 t 九 G ~ 
叫.~，，， .苧

a丸山口3L…時 ?す:886
F 日語 、判 。

。 り萱

。め1
0μ  
。ま

幸喜学院E車平面図

(6帖}(6帖)
ぷつま
(8帖}

t
o
 

j

3
i
l
l
lム

(6帖)

位九

ii¥ 

(6枯)ざしe
(8給)

J

閉
山
一
一

〔鈴木順治氏作成(註 2)) 

- 3 -

警学院跡推定平面図



二つの 'ぎIl~. とも内部をJ也山まで制り下げたが、淡な

どは出土しなかった。ニ tll1、建物とJ来liliのレベル近

から与えて他の場所へ移動された可能性がねいと考え

られる。

(門〕 古絵図lニJ61かれている門のf立訟は木のfNでか

なり絞首しされておリ隊?.fできなかった。来rl{lJで「養学

|淀Jへ通じる遂の階段を検出した。

3.出土遺物

ニζでは、当I)2地点より出土したi立物について紹介

する。

今回の調1i.で:1:1ゴーした逃物lま土問i様、例』磁器、古銭、
瓦、鉄製品等である。

(ニtr.'li球〕 出七iU物11'約61111]を占める。いわゆるか
わらけの彼J午で、口紋都内外泊iをなでるむのや、内Wi
のみをなでるものがある。色測はみ;総色を呈する。rlJ
に 11 1:r;，芯の:fI~湖:が認められるらのもある 。

(~旬昔話〕 鋭、設、m鉢、矢田茶鋭、土紙、徳平IJ、I11l
年~'-;の般r'ì・が:U ゴ二した 。 こtLらは1hiiji司祭、J'J'i皮然のもの

が多〈、信楽然のものが意外と少なかった。'-1'でも注
目されるのが災i~~ (l】術文mLである。出土した陶総11会

体的にやや件:JJ!ii.に成形されている。

〔磁総) ~卒 、 ~、 I11l 、 初.f~等の W~J'i・が，"Hニt している 。

見込みゃ市内 1)..1 に「成化可"~~j、「日校長イむなどの銘

を世くものがある。

染付 iま伊万盟系製品が多t、。

なお、愉入抑~(，~J. ~iiはほとんど出土していな L 、 。

(r'市民〕 品，~ft民会{本からn文11':的に 5 校 LLI こ仁した 。 "!:(.

永通常が4枚、 J[;下(，;必3;:がl枚である。

4.おわりに

jla停の年代l立18世紀で、昨年度調殺した「折

‘ 土締
器

‘ {おi言
楽

'砂美
;綾

崎 九
伊
方
翠

と比べ、 「普学院J IH:則夫も大きくかなり手の込んだ

建物であることから二It谷の中心的なJ')j~.l)・であると巧え

らilる。

室11汀時代のものと々えられるP:JJ彰の従有が一部で建

物の礎石列よリずれている餅所があり、当地に一時WI
iSい建物が存住していたことむi(1i測される。
北谷に1三{する幼跡の一つのバターンについて考えて

みると、建物の背後の斜耐の絡にはいわゆる穴太衆知

みの行.111があり、ごlニ紗惚めの役目 と.1'tlWの役目を来た

している。そして前方にl;t.fiJltよけのjょ良が巡らされて

お 1)、特に北11!lJはおくなっている。生s物自体は坂本に

点拍:する lll))j と ~Iさ ~;i~' によく似ている。

: 11オ. した瓦泣が少なく、建物の挺.j'l~には械の音I~分に

li.をi変則し、 l也の昔日づ}-I判令皮:ti;きでhあったと4-えられ

令 。

「普光悦」では、 4m PQliの採さ 2m.f-:'lの石組泣憐

を水計百めとJ7-えられている。 r料学院」では、玉Iι士11.1也

の西南限l¥に制iU約lmX長.i11約 2mの'1I聞があり 、こ

れをiJ，iWrめとみ・える。
1)(1止、下の川まで倣みt;;.n.ゥたとJ7えるより弁j菱7)'(

から樋を川いてゆいたむのと々えられる(主1:3 )。

以上、簡単にこれまで経理IIしたいくつかの点につい

て述べたが、今後陶磁球Mの分，m作業をiffiめ改めておi
f可ーしたい。 (氏丸 1;殺虫、)

訟① NI ~千友f[l r延l祥寺ilmh立跡J(ri設f'i文化財・だよ

1) J No.84 1984年)

;1HZJ 玄関部分についてはケーブルj'lti:山寺にかなリ佼

再しを・受けており険制1'1"である。

;11:③ ~It康保lり1 r大i:lt dì延!詩手法務総持続跡発投ili詩，~it

抄tI!J (tgfit'i文化財だより JNO.36 1980.QQ 
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警学院跡出土遺物
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